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研究成果の概要（和文）：　先塋碑の分析により、本研究は次のような、当該時期華北における宗族のあり方の
諸相を明らかにした。すなわち、在地有力者層の顔ぶれは変わったものの、大部分の婚姻は地域内で行われ、複
数の傍系親族を取り込んだ大規模宗族に発展することはなかった。モンゴル支配下においては、「根脚」の原則
により、モンゴルとの世代を越えた主従関係の維持が、家系の政治的地位を維持する関鍵であった。このため、
最も政治的に成功した諸家系では、同様な政治力を持つ同僚の家系と、地域を越えて婚姻関係を取り結ぶことが
あった。しかし、この場合でも、根脚の恩恵を受けない族人たちは、同一地域内での婚姻関係の維持に終始し
た。

研究成果の概要（英文）：  This research project has highlighted the northern trajectory of kinship 
evolution in north China. although the lineup of local elite changed repeatedly by the dynastic 
transitions during the fourteenth to nineteenth century, the way local elites maintained their 
status in local society did not change tremendously. The marriage pattern of the Jin-Yuan stele 
erectors suggests that marriage largely remained a local affair while office-holding kinsmen 
occasionally sought to establish marriage ties with their colleagues or acquaintances in 
officialdom. Even in the case of the Hunyuan Suns, whose patriarchs successfully maintained the 
hereditary connection with the Mongol imperial bloodline, kinfolk without official status or with a 
low-ranking office married locally, rather than seeking to establish interregional marriage 
networks. This binary marriage pattern in the office-holding descent groups was hardly unique in the
 Jin-Yuan north China. 
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１． 研究開始当初の背景 
 所謂「唐宋変革」をへて新たな指導者層
として勃興した科挙官僚の輩出母体となり、
在地社会で主導的な立場にあった知識人層
（士人層）の存在や、その士人層が形成の
重要な主体となった宗族は、宋代以降の中
国社会を理解する関鍵として認識されてい
る。贅言するまでもなく、古代の宗法に基
づきつつ、科挙制度の確立と浸透に代表さ
れる新たな社会秩序に対応すべく現れた宋
代以降の宗族は、いご明清時代に至るまで
中国社会の秩序構造に多大な影響を及ぼす
親族・社会組織であり続けた。今日まで蓄
積されてきた関連研究によれば、彼らは族
産の設立や祠堂・義荘の運営による一族の
結集を行うなど、自らの社会的地位の維
持・向上に努める一方、系譜の記録・伝承
にも注力し、11~14 世紀の南方中国では家
譜・族譜の編纂が広範に普及してゆく。 
 しかし、かかる先行研究の大部分は、多
くの文献史料が伝存する南方中国、とくに
江南一帯のみを対象としてきた。結果的に、
「科挙による官僚輩出の母体として慣習
的・制度的な特権を享受し、在地社会で指
導層を形成した士人層が、「宗族」と呼ばれ
る親族集団を組織する重要な主体となる」
という社会関係・構造が、果たしてその他
の地域、とくに様々な外来民族集団と在来
住民が交雑し、多民族・多文化・多言語が
大規模かつ長期的に混在した華北でも普遍
的であったのか、実は不詳である。そもそ
も、桑原隲蔵「歴史上より観たる南北支那」
(1925)以来、南北差異は中国社会を理解す
る関鍵であり、その今日につながる文化
的・社会的淵源が形成された 11~14 世紀が
極めて重要な時期とされてきたが、同時期
の華北社会に関する知見はごくわずかであ
った。 
 だが、1990 年代以降、碑刻史料の積極的
な活用により、モンゴル時代（元代）、そし
て遼金時代研究は新たな段階に入った。申
請者はそうした新史料を積極的に利用して、
たんに南方の知見を敷衍するのみであった
華北社会に関する定説を再検討してきた。
とくに女真・モンゴル支配下（「金元時代」）
の華北社会に対する科挙制度の影響を重点
的に分析し、当時の華北社会では、南方と
は異なる統治体制・出仕制度のもとで、科
挙受験能力を背景として様々な社会的特権
を享受する南方中国型「士人層」は形成さ
れず、むしろモンゴルが導入した新たな出
仕慣習や制度により、モンゴルとの結びつ
きを基準として在地有力者層が大幅に再編
成されたことなどを明らかにした。その総
合的な成果は来春に専著として出版される
ことが決まっている（下記「研究業績」参
照）。 
 このように、南方とは明らかに異なる社
会構造をもっていた当時の華北の史料にも、
「宗族」という語彙は頻出するが、その実

態に関する実証的研究はほぼ皆無である。
なぜなら、前近代中国の宗族に関連する先
行研究は、系譜の伝承を目的とした族譜な
どの文献資料がほとんど伝存しない同時期
の華北に注目してこなかったからである。
結果的に、華北は南方と比較して「宗族形
成の動きが微弱」な地域と認識されるのみ
であり、なぜ「微弱」であったのか、そも
そも華北の人々にとって宗族とはどのよう
な概念であったのか、といった問題に光が
当たることはなかった。 
 しかし、申請者はこれまでの現地調査に
おいて、金元時代の「先塋碑」などの家系
顕彰碑の裏面（碑陰）に未報告の系譜資料
が刻まれている事例を数多く確認し、それ
らの収集・分析により、華北宗族の実像に
対する十分な研究を行ないうることを確信
するにいたった。 
 
２． 研究の目的 
本研究は、中国華北地域での現地調査を通
じて碑刻史料の網羅的な収集・分析を行い、
知見がほぼ皆無である前近代華北における
「宗族」（宋代以降に形成された、父系血族
を中心とする親族組織）の実像や、在地社
会でのあり方などを解明する。従来、宋代
以降の中国社会史研究は、江南地域を中心
とした南方に集中してきた。当然、上記の
宗族組織も、南方での実像のみに関心が集
中し、それが「伝統中国」社会の象徴とみ
なされている。だが、同時期の、北方・西
方からの外来民族の影響を多くうけた北方
（華北）社会での「宗族」の実像について
は、漠然と南方の知見が敷衍されるのみで
あった。本研究ではその定説を具体的な新
出史料により再検討する。 
 
３.  研究の方法 
 本研究の骨子は、徹頭徹尾、中国華北で
の現地調査による史料収集とその分析であ
る。「研究目的」で指摘したように、近年の
未紹介の碑刻史料の刊行は、従来は史料的
制約により詳細な考察が不可能とされてき
た宋代以降の華北社会研究に、全く新たな
展開をもたらしている。現地にはまだ未紹
介の碑刻も数多いうえ、既発表の碑刻も、
発表時にはその正面部分（碑陽）のみが公
表されることがほとんどであり、往々にし
て重要な情報が刻まれるその他の面（碑
陰・碑側など）は現地調査によってのみ確
認・分析が可能である。本研究では中国の
研究者の協力のもとで、かかる碑刻、とく
に「宗支図」「宗譜図」などが刻まれる「先
塋碑」などの家系顕彰碑を網羅的に調査し、
史料群として収集する。そして、そこに見
られる親族概念やその構築理論・社会的役
割などを析出し、同時期の南方宗族と比較
したうえで、華北の地域性・文化的特質を
解明する。 
 



４．研究成果 
 先塋碑の分析により、本研究は次のような、
当該時期華北における宗族のあり方の諸相
を明らかにした。すなわち、在地有力者層の
顔ぶれは変わったものの、大部分の婚姻は地
域内で行われ、複数の傍系親族を取り込んだ
大規模宗族に発展することはなかった。モン
ゴル支配下においては、「根脚」の原則によ
り、モンゴルとの世代を越えた主従関係の維
持が、家系の政治的地位を維持する関鍵であ
った。このため、最も政治的に成功した諸家
系では、同様な政治力を持つ同僚の家系と、
地域を越えて婚姻関係を取り結ぶことがあ
った。しかし、この場合でも、根脚の恩恵を
受けない族人たちは、同一地域内での婚姻関
係の維持に終始した。 
 16 世紀後半にいたると、複数の分枝（房）
から形成される宗族が増加し、その続的凝集
の核として先塋碑が再び脚光を浴びること
となる。刻まれた系譜を再解釈することによ
り、それら宗族は自らの土地所有や様々な既
得権益を合法化し、さらには近隣の親族集団
に優越した社会的・政治的地位を築くことに
成功した。 
 その後、19世紀にいたるまで、先塋碑は親
族結合の歴史的根拠として機能し続けるこ
とになる。この際、華北宗族は南方のそれの
ように傍系親族を積極的に吸収することは
なく、むしろ始祖からの輝かしい歴史と血脈
を、直系子孫が独占する形を志向することと
なった。この傾向は、民国時代にいたっても
不変であり、それは現在にも引き継がれてい
る。 
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